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【
１
月
】▼
３
日
十
津
川
村
成
人
式
で
35
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
／
９
日
第
57
回
十
津
川
村
駅
伝
大
会

（
重
里
↓
上
野
地
）／
15
日
二
津
野
ダ
ム
湖
畔
で
オ
シ

ド
リ
観
察
船
ス
タ
ー
ト
／
18
日
消
防
出
初
式（
村
消

防
団
・
南
吉
野
支
部
連
合
）／
30
日
第
35
回
昴
の
郷
マ

ラ
ソ
ン
大
会（
約
４
０
０
人
）

【
２
月
】▼
18
日
子
ど
も
会
ス
キ
ー
研
修
会(

菅
平
高

原)

至
20
日
／
28
日
広
域
通
院
ラ
イ
ン
バ
ス
運
行
開

始(

村
〜
五
條
市)

【
３
月
】▼
５
日
第
６
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝

大
会（
馬
見
丘
陵
公
園
）村
の
部
４
連
覇
／
７
日
村
議

会
第
１
回
定
例
会（
至
14
日
）／
24
日
福
島
県
相
馬

市
に
支
援
物
資
を
輸
送

【
４
月
】▼
１
日
小
原
診
療
所
で
２
診
制
ス
タ
ー
ト

／
組
織
・
機
構
改
革(

企
画
調
整
室
・
地
籍
調
査
室
・

総
合
相
談
窓
口
を
設
置)

／
10
日
知
事
・
県
議
会
議

員
選
挙
／
14
日
十
津
川
中
学
校
上
棟
式
／
24
日
村

議
会
議
員
選
挙

【
５
月
】▼
９
日
村
議
会
第
１
回
臨
時
会
／
13
日
ミ

シ
ュ
ラ
ン
旅
行
ガ
イ
ド
で
熊
野
古
道
が
３
つ
星
の
最
高

評
価
に
／
23
日
村
政
主
要
事
業
説
明
会
を
開
催（
村

内
９
か
所
）

【
６
月
】▼
１
日
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開

始
／
13
日
村
議
会
第
２
回
定
例
会（
至
14
日
）／
19

日
源
泉
か
け
流
し
温
泉
感
謝
祭(

至
30
日)

／
20
日

新
十
津
川
町
開
町
記
念
式
典(

新
十
津
川
町)

／
21

日
中
高
一
貫
教
育
合
同
文
化
講
演
会（
元
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
矢
野
燿
大
氏
）／
22
日
村
が
日
本
赤
十
字
社

に
東
日
本
大
震
災
義
援
金(

総
額
８
４
３
万
５
千

円
）送
金

　

本
村
は
、明
治
22
年
８
月
の
大
水

害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、２
６
０

０
人
余
り
が
北
海
道
へ
移
住
し
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、今
日
の
災
害

で
は
村
内
で
安
心
安
全
な
場
所
を

確
保
す
る
た
め
集
団
移
転（
新
集

落
構
想
）な
ど
を
視
野
に
入
れ
、十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

村
の
復
興
は
、村
が
被
災
す
る
以

前
に
も
増
し
て
地
域
が
活
力
に
満

ち
、安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
を

再
建
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
村
の
存
亡
を
か
け
、将
来
に
希

望
の
持
て
る
復
興
計
画
の
早
期
策

定
と
事
業
の
推
進
に
全
力
で
取
り

組
む
所
存
で
す
。

　

特
に
、今
年
度
内
に
完
成
予
定
の

木
材
加
工
施
設（
大
字
林
）を
復
興

の
起
爆
剤
と
し
て
、十
津
川
郷
土
の

家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、

豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
復

興
住
宅
の
建
設
、村
外
へ
の
省
エ
ネ

住
宅
や
木
材
製
品
な
ど
十
津
川
材

の
加
工
か
ら
販
売
ま
で
を
一
手
に
行

う
６
次
産
業
化
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、端
材
や
河
川
に
流
出
し
た

膨
大
な
流
木
な
ど
の
資
源
を
有
効

活
用
し
た
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事

業
化
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
で
雇
用
の

場
を
確
保
し
、Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー

ン
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
づ

く
り
や
若
者
定
住
対
策
に
全
力
で

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

物
資
や
義
援
金
な
ど
の
援
助
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
恩
は
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、後
世
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
11
月
に
は
、村
の
木
を
使
っ

た
木
造
の
仮
設
住
宅
が
完
成
し
、被

災
さ
れ
た
方
々
が
入
居
さ
れ
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

普
通
の
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、依
然
６
名
の
方
々
が
行

方
不
明
で
す
。
ま
た
、山
の
地
滑
り

や
土
砂
ダ
ム
に
よ
る
警
戒
区
域
の

設
定
と
避
難
指
示
に
よ
り
、４
か
月

が
経
過
し
た
今
な
お
多
く
の
村
民

の
皆
さ
ん
が
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、心
安
ら
ぐ

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、村
で
は

復
興
計
画
を
策
定
し
て
復
旧
復
興

を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

災
害
の
爪
痕
は
あ
ま
り
に
も
大
き

い
た
め
、現
在
、国
・
県
と
協
議
を
進

め
て
お
り
、早
期
の
復
旧
工
事
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

村
が
存
在
す
る
意
義
と
は
、村
を

守
る
た
め
に
は
山
や
川
、自
然
環
境

を
守
る
こ
と
で
、ひ
い
て
は
日
本
の

環
境
を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、山

や
川
が
荒
れ
た
状
況
の
中
で
最
低

限
の
こ
と
は
国
の
責
任
に
お
い
て
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
を

し
て
い
ま
す
が
、勿
論
、村
で
出
来

る
こ
と
は
村
で
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
年
始
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、村
政
に
多
大
な
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
紀
伊
半
島
大
水
害

で
は
、多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、

村
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
消
防
団
員
や
建
設
業
協
会
、

大
字
総
代
な
ど
多
く
の
村
民
の
皆

様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
に
よ
り
捜
索

活
動
や
道
路
の
整
備
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、災
害
直

後
か
ら
国
土
交
通
省
や
自
衛
隊
、

県
、新
十
津
川
町
、自
治
体
職
員
の

皆
様
な
ど
本
当
に
多
く
の
方
々
に

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、県
内
を
始
め
全
国
か
ら
支
援

十津川村長　
　　更 谷 慈 禧
十津川村長　
　　更 谷 慈 禧

新年のごあいさつ

昨
年
１
年
間
の
村
の
出
来
事
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【
７
月
】

▼
１
日
林
業
振
興
顧
問
に
菊
政
美
登
志
さ
ん
を
任
用

／
16
日
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
湯
之
原
河
原
）

／
17
日
小
原
中
学
校
閉
校
の
集
い（
２
２
１
人
出
席
）

至
18
日
／
19
日
村
議
会
第
２
回
臨
時
会
／
26
日 

新

十
津
川
町
の
児
童
生
徒
が
来
村（
至
28
日
）／
27
日 

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会(

笑
福
亭
松
枝
氏)

【
８
月
】▼
２
日
東
ア
ジ
ア
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル(

神
納

川
区)

至
４
日
／
４
日
揺
れ
太
鼓（
上
野
地
河
川
広

場
）／
11
日
地
域
防
災
力
向
上
支
援
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業（
至
12
日
）／
20
日
水
害
慰
霊
祭（
古
ル
野
１
５
２

人
）／
ふ
れ
あ
い
物
語（
湯
之
原
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
９
月
】▼
１
日
紀
伊
半
島
大
水
害（
至
４
日
）／
６

日
前
田
国
土
交
通
大
臣
来
村
／
７
日
荒
井
知
事
来

村
／
12
日
村
議
会
第
３
回
定
例
会(

至
27
日)

／
16

日
土
砂
ダ
ム
の
影
響
で
警
戒
区
域
を
設
定
／
18
日
新

十
津
川
町「
母
村
応
援
隊
」が
来
村
／
26
日
警
戒
区

域
を
見
直
し
区
域
を
縮
小

【
10
月
】▼
３
日
村
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
授
業
再

開
／
７
日
国
道
１
６
８
号
大
字
桑
畑
櫟
砂
古
の
通

行
止
解
除
／
13
日
植
田
満
新
十
津
川
町
長
来
村
／

14
日 

自
衛
隊
撤
退
／
21
日
県
五
條
土
木
事
務
所
十

津
川
復
旧
復
興
課
設
置（
役
場
内
）／
30
日
折
立
橋

が
仮
橋
で
通
行
可
能
に
。
警
戒
区
域
内
の
一
般
車
両

が
通
行
可
能
に
。（
７
時
〜
20
時
）

【
11
月
】▼
９
日
村
議
会
第
４
回
臨
時
会
／
17
日
新

十
津
川
町「
母
村
応
援
隊
」が
離
村
／
28
日
五
條
消

防
署
十
津
川
分
署
が
開
署

【
12
月
】▼
１
日
観
光
大
使
の
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
来

村（
至
２
日
）／
８
日
大
字
今
西（
一
部
）の
避
難
指
示

解
除
／
12
日
村
議
会
第
４
回
定
例
会（
至
13
日
）17

日
警
戒
区
域
内
が
24
時
間
通
行
可
能
に
。

十津川村議会議長　
　　　　　中 南 太 一
十津川村議会議長　
　　　　　中 南 太 一

て
い
ま
す
。
木
材
を
す
べ
て
利

活
用
し
出
材
か
ら
製
品
販
売

ま
で
を
一
環
し
て
行
う
６
次

産
業
化
に
よ
っ
て
、環
境
に
優

し
い
村
づ
く
り
を
進
め
、村
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
議
会
は
、行

政
と
両
輪
と
な
っ
て
、互
い
に

協
力
し
あ
い
、村
政
の
発
展
に

向
け
て
全
力
で
進
ん
で
い
く

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
議
会
基
本
条

例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
議
員
は
議
会
基
本
条
例

の
主
旨
に
則
り
、開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意

見
を
十
分
に
村
政
に
反
映
し

て
い
け
る
よ
う
、私
た
ち
も
よ

り
一
層
の
研
さ
ん
に
励
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
本

年
も
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、今
年
は
災
害
の
な

い
、飛
躍
発
展
の
年
と
な
る
こ

と
を
切
に
願
う
と
と
も
に
、村

民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

規
模
な
災
害
の
経
験
か
ら
家

族
や
友
達
、地
域
の
人
々
と
の

「
絆
」の
大
切
さ
を
改
め
て
知

る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
助
け
合
う
わ
だ
」映
画
監

督
の
河
瀬
直
美
さ
ん
が
神
納

川
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
耳

に
し
た
、こ
の
言
葉
の
と
お

り
、紀
伊
半
島
大
水
害
の
災
害

直
後
か
ら
多
く
の
人
と
人
と

の「
絆
」に
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
肝
に

銘
じ
こ
れ
か
ら
の
復
興
、村
づ

く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
記
録
的
な
円
高
が

続
き
、原
油
の
高
騰
や
ギ
リ
シ

ャ
危
機
等
が
我
が
国
の
経
済

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、景
気

は
長
ら
く
低
迷
し
た
ま
ま
で

す
。
長
引
く
不
況
に
よ
る
失

業
率
の
上
昇
や
新
卒
者
の
就

職
難
な
ど
、そ
の
出
口
は
な
か

な
か
見
え
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、村

は
復
興
計
画
を
策
定
し
、村

民
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
今
年
度
、大
字
林

に
木
材
加
工
施
設
が
完
成
す

る
こ
と
は
、本
村
が
再
び
林
業

立
村
と
し
て
歩
む
た
め
の
大

き
な
一
歩
に
な
る
と
確
信
し

　

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
村
議
会
に
対
し
ま

し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
台
風
12
号
に
よ

る
紀
伊
半
島
大
水
害
は
、村
内

各
所
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
、尊
い
命
が
奪
わ
れ
、未
だ
行

方
不
明
の
方
々
が
お
ら
れ
る
こ

と
は
心
痛
の
極
み
で
す
。
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、国
内
で
は
東
日
本
大

震
災
や
台
風
に
よ
る
大
雨
被

害
、海
外
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
地
震
、タ
イ
の
洪
水
な
ど
大

の
っ
と
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●
夜
間
や
休
日
な
ど
の
診
察
時
間
外
の

病
院
紹
介
は
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
役

場
に
変
わ
り
、十
津
川
分
署
が
行
い
ま

す
。
適
切
な
病
院
紹
介
で
医
師
の
負
担

を
軽
減
し
ま
す
。
診
察
時
間
外
の
救
急

で
は
な
い
診
察
の
依
頼
は
十
津
川
分
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
１
１
９
番
通
報
す
る
と
、「
は
い
。
こ

ち
ら
五
條
市
消
防
本
部
で
す
。
火
事
で

す
か
救
急
で
す
か
？
」と
五
條
市
消
防
本

部
に
つ
な
が
り
ま
す
。
通
信
指
令
員
の
指

示
に
従
い
、落
ち
着
い
て
答
え
ま
し
ょ
う
。

●
救
急
要
請
が
あ
る
と
、救
急
救
命
士

が
乗
っ
た
救
急
車
が
大
塔
分
署
や
十
津

川
分
署
か
ら
出
動
し
ま
す
。
ま
た
、五

條
市
消
防
本
部
の
通
信
指
令
員
が
口
頭

指
導（
応
急
処
置
内
容
を
電
話
で
指
導

す
る
）を
行
い
、傷
病
者
の
状
態
悪
化
を

防
ぎ
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。

　

消
防
の
常
備
化
に
よ
り
、従
来
の
役
場

職
員
が
行
っ
て
い
た
患
者
搬
送
業
務
が
、

救
急
救
命
士
に
よ
る
救
急
業
務
に
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、役
場
職
員
や

診
療
所
医
師
の
負
担
軽
減
や
高
度
な
応

急
処
置
に
よ
る
患
者
の
救
命
率
の
向
上

な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、高
度
な
救
助
資
機
材
に
よ
り

ス
ム
ー
ズ
な
救
助
活
動
の
実
現
や
キ
ャ

フ
ス（
泡
消
火
）に
よ
る
効
率
的
な
消
火

活
動
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、村
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
べ
く
精
一
杯
職
務
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
指
導
、ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
28
日（
月
）に
五
條
消
防
署

十
津
川
分
署
が
開
署
し
ま
し
た
。
十
津

川
分
署
を
代
表
し
ま
し
て
、ひ
と
こ
と
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

従
来
、十
津
川
村
は
非
常
備
地
区
で

あ
り
ま
し
た
が
、十
津
川
分
署
が
開
署

し
た
こ
と
で
昨
年
12
月
の
北
部
３
区
に

続
き
、南
部
４
区
を
含
め
て
十
津
川
村

内
全
地
域
が
五
條
消
防
署
の
管
轄
と
な

り
、非
常
備
地
区
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に

　昨年11月28日、村民
が待ち望んだ五條消防署
十津川分署が開署しまし
た。
　平成22年12月に大塔
分署へ消防事務委託した
北部３区に続き、これで
村内全域が五條消防署
の管轄となり、消防の常
備化が実現しました。
　村民のみなさんの生命
や安心安全なくらしを守
るため、現在21人の消防
職員が十津川分署で勤
務しています。

変わる消防・救急の体制

五條消防署十津川分署がスタート
日本一広い村の地域の安心安全を守るために

五條消防署十津川分署
辻本好高  分署長

変
わ
る

　

１
１
９
番
通
報

診
察
時
間
外

　

診
療
所
の
紹
介

　

市
町
村
に
消
防
本
部
や
署
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
常
備
化
と
い
い
ま
す
。現
在
は
、全
国

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村（
離
島
や
山
間
部
の
一
部

町
村
を
除
く
）で
常
備
化
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
の
常
備
化
と
は

べ
ん

た
つ
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▶消火、救急、救助、捜索など
▶警防（消防訓練指導など）
▶救急（心肺蘇生法指導など）
▶予防（建築設備指導、危険物施設指導）

現場活動
事　　務

十津川村大字折立277-1 ▼
毎
日
勤
務

　

分
署
長　
　
　

消
防
司
令

　
　
　
　
　
　
　

消
防
司
令
補

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士
長

▼
３
部
勤
務（
第
１
係
）

　
　
　
　
　
　
　

消
防
司
令
補

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士
長

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

▼
３
部
勤
務（
第
２
係
）

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士
長

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士
長

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

▼
３
部
勤
務（
第
３
係
）

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士
長

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士
長

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

　
　
　
　
　
　
　

消
防
士

予
防
係
長

予
防
・
危
険
物
主
任

当
直
長

主
任

当
直
長

主
任

当
直
長

主
任

▼
毎
日
勤
務（
★
は
十
津
川
高
校
出
身
）

辻
本　

好
高（
52
）

①
田
中　

憲
司（
41
）

②
辰
巳　

和
佳（
41
）

③
北　
　

和
樹（
41
）

④
中
道　

安
孝（
35
）

★
⑤
中
島　

潤
三（
20
）

★
⑥
平
井　

将
丙（
20
）

⑦
山
田　

哲
也（
26
）

⑧
鈴
木　

康
平（
22
）

⑨
竹
林　

裕
晃（
37
）

⑩
亀
谷　

尚
哉（
33
）

⑪
杉
本　

宏
和（
24
）

★
⑫
下
野　

健
策（
20
）

⑬
畑　
　

明
寿（
23
）

★
⑭
平
瀬　

稔
也（
19
）

⑮
坂
井　

隆
真（
35
）

⑯
櫻
井　

拓
也（
38
）

⑰
原
田　

雄
一（
24
）

★
⑱
大
谷　

顕
平（
24
）

★
⑲
千
葉　

真
行（
20
）

⑳
井
上　

大
佑（
22
）

職員の紹介（敬称略）五條消防署十津川分署

Tel:0746（64）1190

分署の業務内容

④④

⑤⑤

③ ② ①

① ②

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

① 消防ポンプ自動車（1台）
② 救助工作車（1台）
③ 高規格救急自動車（1台）
④ 救急バイク（2台）
⑤ けん引車　（2台）

常備している車両
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上：スクールバス
左：CENALコンサート

文化鑑賞会（笑福亭松喬さん）

体育祭

 

災
害
か
ら
今
日
ま
で

【
10
月
11
日
】学
校
再
開
▼
約
１
か
月
行
え

な
か
っ
た
授
業
を
補
て
ん
す
る
た
め「
７
時

間
45
分
授
業
」と「
土
曜
日
臨
時
授
業
」を
決

定
。
学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
再
認
識
し
高
校

再
開
。

【
10
月
17
日
】心
音
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
来
校

▼
９
月
18
日
に
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た「
心

音
コ
ン
サ
ー
ト
」。
そ
の
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｌ
の
２
人
が
、生
徒
を
激
励
す

る
た
め
高
校
体
育
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。

【
10
月
21
日
】２
年
生
の
寒
川
建
之
介
さ
ん

（
折
立
）が
、日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
に
出
場
。
や
り
投
げ
で
58
・
01
ｍ
を
投

げ
７
位
入
賞
を
果
た
す
。「
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
部
活
動
を
行
え
て
い
る
。
少
し
で

も
、村
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
ニ
ュ
ー
ス

に
な
れ
ば
嬉
し
い
」と
寒
川
さ
ん
。

【
11
月
２
日
】路
線
バ
ス
不
通
の
た
め
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
生
徒
が
帰
省
▼
十
津
川
高
等
学

校
・
文
武
館
同
窓
会
が
購
入
し
た
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
が
、学
校
再
開
後
も
不
通
の
路
線
バ
ス
に

か
わ
る
交
通
手
段
と
し
て
大
き
な
役
割
に
。

【
11
月
10
日
】体
育
祭
▼
９
月
29
日
に
予
定

し
て
い
た
第
64
回
体
育
祭
を
開
催
。

【
11
月
12
日
】文
化
祭
▼
10
月
２
日
に
予
定

し
て
い
た
第
32
回
文
化
祭
文
武
祭（
ふ
み
た

け
さ
い
）を
開
催
。

【
11
月
17
日
】文
化
鑑
賞
会
▼
地
域
の
方
々

に
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、講
師
に

笑
福
亭
松
喬
さ
ん
と
お
弟
子
さ
ん
を
迎
え
て

開
催
。

台
風
12
号
災
害
を
乗
り
越
え
て

　

こ
の
度
の
台
風
12
号
の
豪
雨
に
よ
り
、

被
災
さ
れ
た
村
民
の
皆
様
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
校
で
は
、

在
寮
生
徒
71
名
と
教
職
員
11
名
が
一
時

孤
立
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、込
之
上

地
域
の
人
々
や
村
対
策
本
部
の
援
助
に

よ
り
、全
員
無
事
に
緊
急
事
態
を
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

緊
急
物
資
の
配
布
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
の
寮
生
の
搬
送
な
ど
、ご
配
慮
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
災
害
の
直
後
は
、通
信
手

段
の
遮
断
か
ら
村
内
生
徒
の
安
否
に
つ

い
て
大
変
心
配
し
ま
し
た
が
、復
旧
・
支

援
作
業
で
高
校
生
も
活
躍
し
て
る
こ
と

を
聞
き
、安
心
す
る
と
と
も
に
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

学
校
で
の
授
業
再
開
に
40
日
か
か
り

ま
し
た
が
、こ
の
間
、郵
便
事
業
が
復
旧

し
た
９
月
20
日
よ
り
通
信
制
で
学
習
を

始
め
ま
し
た
。
ま
だ
不
安
定
な
生
活
状

況
の
中
、全
校
生
徒
が
真
面
目
に
家
庭

学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本
校
の
教

育
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

２
学
期
の
教
育
活
動
は
大
き
く
計
画

変
更
し
、毎
日
７
時
間
授
業
を
行
い
、12

月
に
は
空
白
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、生
徒
や
教
職
員

の
全
員
が
元
気
に
学
校
生
活
を
送
り
、

と
り
わ
け
３
年
生
の
生
徒
た
ち
は
、真

剣
に
就
職
や
進
学
へ
の
試
験
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、進
路
決
定
者
は

80
％
で
す
。
こ
れ
か
ら
セ
ン
タ
ー
試
験

一緒にがんばろうよ
NEXT TOTSUKO

十津川高校の取り組み
　台風12号災害で、一時孤立、１か月遅れの学校再
開など、多くの困難を乗り越えて迎えた２学期。
　しかし、災害当初から、復旧作業に汗を流す姿や、
学校が再開し限られた時間の中で思いを込めて行事
を作り上げた力強い姿が十津川高校にありました。

復旧
復興

こ
こ
ろ
ね
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みんなの思いを胸に私たちの笑顔を…
－ 東日本大震災や台風12号被害からの復興を願って －
みんなの思いを胸に私たちの笑顔を…
－ 東日本大震災や台風12号被害からの復興を願って －

～復興を願って～
　文化祭を開催した十津川高校生たち

や
一
般
入
試
受
験
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、全
員
が
希
望
す
る
進
路
を
実
現
で

き
る
よ
う
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
行
事
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
文
化
祭
で
は
、「
心
音
コ
ン

サ
ー
ト
」に
出
演
予
定
で
あ
っ
た
池
田
綾

子
さ
ん
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
ラ
イ

ブ
や
相
川
七
瀬
さ
ん
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
出

演
な
ど
、心
温
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、た
く
さ
ん
の
保
護
者

や
一
般
の
方
々
に
も
来
校
い
た
だ
い
て

充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
を
通
し
て
、本
校
同
窓
会

や
北
海
道
の
新
十
津
川
農
業
高
等
学
校

を
始
め
多
く
の
方
々
か
ら
励
ま
し
や
支

援
を
い
た
だ
き
、私
た
ち
は「
人
の
つ
な

が
り
と
人
の
心
の
優
し
さ
・
思
い
や
り
・

願
い
」を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

人
の
心
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
現
代
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、自
然

豊
か
で
素
朴
な
十
津
川
村
で
は「
あ
り
が

と
う
」の
感
謝
の
気
持
ち
と「
助
け
合
う
」

と
い
う
人
の
心
の
温
か
さ
を
も
っ
と
も
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
十

津
川
高
校
は
こ
の
心
を
持
っ
て
、元
気
や

希
望
を
発
信
し
、村
の
復
興
の
手
助
け

に
な
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
い
っ
し
ょ
に
が
ん

ば
ろ
う
よ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｏ
Ｕ
」を
基
に
、見
守
っ
て
く
だ
さ
る
多

く
の
方
々
の
期
待
に
応
え
、し
っ
か
り
と

前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
津
川
高
等
学
校
長　

向
井
弘
昌

「
文
化
祭
は
も
う
出
来
な
い
と

思
っ
て
い
た
」

　

生
徒
た
ち
が
話
す
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
準
備

期
間
が
な
い
中
、生
徒
と
先
生
が
一
体
と
な
っ

て
進
め
て
き
た
文
化
祭
文
武
祭（
ふ
み
た
け

さ
い
）が
11
月
12
日
、十
津
川
高
校
・
体
育
館

で
32
回
目
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

　

村
の
復
興
を
願
っ
た
今
回
の
文
化
祭
の

テ
ー
マ
は
、『
み
ん
な
の
思
い
を
胸
に
私
た
ち

の
笑
顔
を
』。
生
徒
た
ち
は
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
取
り
組
ん
だ
準
備
や
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

食
品
の
模
擬
店
で
は
、地
元
や
育
友
会
の

方
々
と
協
力
し
、鮎
の
塩
焼
き
を
は
じ
め
、め

は
り
寿
司
や
串
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
村
の
物
産

を
販
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、北
海
道
新
十
津
川
農
業
高
校
か
ら

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
届
い
た
お
米

「
ほ
し
の
ゆ
め
」を
使
い
、「
ご
飯
と
豚
汁
の
セ
ッ

ト
」や「
め
は
り
寿
司
」を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、心
音
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
池

田
綾
子
さ
ん
の
歌
声
と
映
像
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
体
育
館
に

放
映
し
、ま
た
、同
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
相
川
七

瀬
さ
ん
が
突
然
、体
育
館
に
登
場
し
、歌
と
励

ま
し
の
言
葉
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、生
徒
た
ち
は
文
化
祭
の
模
擬
店
の

収
益
を
、村
と
東
北
の
被
災
地
に
義
援
金
と

し
て
送
り
ま
し
た
。

　

人
の
つ
な
が
り
や
思
い
や
り
な
ど
、こ
れ
ま

で
以
上
に
身
に
染
み
て
経
験
し
た
生
徒
た

ち
。
そ
の
高
校
生
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
が
村

の
復
興
の
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

心音アーティストの相川七瀬さん
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復旧
復興

 

　

台
風
12
号
の
発
災
当
初
か
ら
、本

当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら「
頑
張
っ

て
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、東
日
本
大
震
災
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
地
区
か
ら
届
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す（
多
く
の

方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

一
部
し
か
掲
載
で
き
な
い
こ
と
、ご
容

赦
く
だ
さ
い
）。

す
ば
ら
し
い
歌
津
を
つ
く
る
協

議
会

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
宮
城
県
。
そ
の
被
災
地
の
ひ

と
つ
で
あ
る
南
三
陸
町
の
歌
津
地
区

で
は
、台
風
12
号
災
害
を
知
っ
た
地
区

住
民
の
方
々
が
、被
災
地
を
想
い
義
援

金
の
募
金
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
義
援
金
の
趣
意
書
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

【
台
風
12
号
被
災
地
奈
良
県
十
津
川

村
被
災
地
に
対
す
る
義
援
金
趣
意
書

（
一
部
抜
粋
）】

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
よ
う
に
奈
良
県
十
津
川
村
の
台

風
12
号
に
よ
る
水
害
の
被
災
状
況
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
、医
療
支
援

団
と
し
て
歌
津
中
学
校
を
拠
点
と
し

て
、歌
津
地
区
で
救
急
患
者
や
心
身

共
に
疲
れ
切
っ
た
被
災
者
に
寄
り
添

い
、命
と
健
康
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
奈
良
県
医
師
会
の
皆
様
で
し
た
。

そ
の
奈
良
県
医
師
会
の
皆
様
と
と
も

に
医
療
に
当
た
ら
れ
た
の
は
、地
元
の

医
師
鎌
田
先
生
で
し
た
。
先
生
は
、

い
ち
早
く
診
療
所
に
お
い
て
、患
者
さ

ん
に
十
津
川
村
に
対
す
る
義
援
金
の

募
金
を
呼
び
か
け
、す
で
に
被
災
地
に

贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鎌
田
先
生
の
行
為
に
感
動
し
仮
設

住
宅
入
居
者
で
す
で
に
義
援
金
を
贈

ら
れ
た
地
区
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、10
月
17
日
、す

ば
ら
し
い
歌
津
を
つ
く
る
協
議
会
と

し
て
も
義
援
金
を
贈
る
こ
と
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
被
災
者
の
皆
様
に
は

大
変
と
は
思
い
ま
す
が
、金
額
の
多
い

少
な
い
で
は
な
く
、１
０
０
円
で
も
結

構
で
す
。
皆
様
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
気
持
ち
を
十
津
川
村
の
皆
様
に
思

い
を
伝
え
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、募

金
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
20
日

す
ば
ら
し
い
歌
津
を
つ
く
る
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　

小
野
寺　

寛

　

協
議
会
の
皆
様
は
、12
月
９
日
に

来
村
さ
れ
、義
援
金
を
更
谷
村
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
14
日
▼
風
屋
・
花
園
地
区
で

栗
平
土
砂
ダ
ム
の
説
明
会

11
月
15
日
▼
荒
井
知
事
と
更
谷
村

長
が
台
風
12
号
被
害
の
政
府
要
望

（
治
山
・
河
川
・
道
路
な
ど
）▼
狩
猟

の
解
禁（
至
３
月
15
日
）▼
乳
幼
児

に
こ
や
か
サ
ロ
ン

11
月
16
日
▼
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
目
撃

情
報（
迫
西
川
地
区
）▼
南
部
３
小

学
校
統
合
の
懇
談
会（
重
里
地
区
）

11
月
17
日
▼
仮
設
住
宅
沼
田
原
地

区
と
谷
瀬
地
区
の
入
居
説
明
会
・

鍵
の
引
き
渡
し
３
戸
入
居
▼
十
津

川
高
校
文
化
鑑
賞
会
▼
新
十
津
川

町
母
村
応
援
隊
離
村

11
月
18
日
▼
仮
設
住
宅
平
谷
地
区

と
湯
之
原
地
区
の
入
居
説
明
会
・

鍵
の
引
き
渡
し

11
月
19
日
▼
大
雨
注
意
報
・
警
報

発
令
で
国
道
１
６
８
号
警
戒
区
域

通
行
止（
至
20
日
）▼
土
砂
災
害
警

戒
情
報
発
令
▼
大
字
小
井（
一
部
）

に
避
難
勧
告
発
令（
１
世
帯
１
名

避
難
）▼
全
国
育
樹
祭（
更
谷
村
長
）

▼
中
部
郷
友
会（
村
上
副
村
長
）

11
月
20
日
▼
赤
谷
土
砂
ダ
ム
で
小

規
模
な
越
流
確
認（
至
24
日
）

災
害
か
ら
今
日
ま
で

（
11
月
15
日
〜

　
　
　
　
12
月
18
日
）

「がんばろうら」と
たくさんの方々から届いたメッセージ
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台風がきてたい
へんですが、お
うえんしていま
す。がんばって
ください。

地しんやたい風
で大へんだと思
いますが、がん
ばってください。
いつもみまもっ
ています。

たいふうでこうずい
や、どしゃくずれな
どで人をうしなって
かなしかったでしょ
う。でも、ぼくらがお
うえんしています。

ニュースで見たえい
ぞうよりも、もっと
すごいと思う。でも
いけないからくやし
い。がんばろう奈良！
がんばれ！

ふっこうをねがいま
す。大すいがいから
１かげつがたちまし
たが、だいじょうぶ
ですか。

じしんとかたいふうが
きてもみまもっていま
す。かぞくがいなくて
もさみしいですが、か
ぜをひかないでけん
こうなからだでいてく
ださい。

こうずいでケガし
た人はひなんし
ていると思うけど
元気でいてね。

たいせつなかぞ
くがなくなった
人もいるけどが
んばれ！

かぞくがなくな
ったかたがたも
いるとおもいま
す。がんばれ。

どんな強いた
いふうがきて
も、元気でが
んばってね。

大切なかぞくが亡くな
ったり、写真がぐちゃぐ
ちゃになったり、大けが
をしたり、いろいろ大へ
んな事があったけど、こ
れからもがんばってく
ださい。がんばれ日本！！

奈良市の飛鳥バンビホームの
子どもたちから届いた
応援メッセージ

11
月
21
日
▼
南
部
３
小
学
校
統
合

の
懇
談
会（
出
谷
地
区
）

11
月
22
日
▼
大
字
林
の
仮
橋
が
復

旧
▼
台
風
災
害
に
伴
う
特
別
合
同

行
政
相
談
会

11
月
23
日
▼
道
の
駅
十
津
川
郷
で

ラ
イ
ダ
ー
約
１
０
０
人
が
募
金
活

動11
月
24
日
▼
南
部
３
小
学
校
統
合

の
懇
談
会（
上
湯
川
地
区
）

11
月
25
日
▼
南
部
３
小
学
校
統
合

の
懇
談
会（
折
立
地
区
）

11
月
26
日
▼
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
全
国
大
会（
更
谷
村
長
）

11
月
28
日
▼
五
條
消
防
署
十
津
川

分
署
が
開
署

12
月
１
日
▼
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
来
村

12
月
３
日
▼
大
雨
注
意
報
発
令
で

国
道
１
６
８
号
警
戒
区
域
通
行
止

▼
齋
藤
内
閣
官
房
副
長
官
が
３
県

を
視
察
▼
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
５
日
▼
人
権
・
行
政
合
同
相

談
会

12
月
８
日
▼
大
字
今
西（
一
部
）の

避
難
指
示
解
除

12
月
12
日
▼
村
議
会
第
４
回
定
例

会（
至
13
日
）

12
月
17
日
▼
警
戒
区
域
24
時
間
通

行
可
能
に

12
月
18
日
▼
行
方
不
明
者
一
斉
捜

索
▼
関
西
21
世
紀
交
響
楽
団
の
十

津
川
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
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HOTNewsむらの

HOT
News

むらの

村長の動きや方針を紹介。村政の重要施策などHOTな情報を掲載します

道
路
整
備
全
国
協
議
会

で
道
路
整
備
の
必
要
性

を
発
言

　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国

協
議
会(

道
全
協)

他
３
団
体
で
主
催

す
る「
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求

め
る
全
国
大
会
」が
11
月
28
日
、東
京

日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
、道
路
整
備

促
進
に
賛
同
す
る
多
く
の
全
国
市
町

村
長
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
道
全
協
で
国
民
運
動
推
進
委

員
を
務
め
る
更
谷
村
長
は
、「
今
回
の

紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ
り
道
路
が
至

る
と
こ
ろ
で
寸
断
し
、多
く
の
集
落
が

孤
立
し
た
。
し
か
し
、宇
宮
原
バ
イ
パ

ス
や
高
滝
・
折
立
間
の
十
津
川
道
路
な

ど
被
害
を
全
く
受
け
な
か
っ
た
道
路
の

お
か
げ
で
、仮
復
旧
が
早
く
行
え
た
。

こ
の『
い
の
ち
の
道
』で
あ
る
国
道
１
６

８
号
五
條
新
宮
道
路
は
ま
だ
１
割
近

く
し
か
完
成
し
て
い
な
い
。
東
海
・
南

海
・
東
南
海
の
３
連
動
地
震
が
発
生
す

る
と
、紀
伊
半
島
全
体
が
孤
立
す
る
た

め
、避
難
や
物
資
輸
送
の
要
に
な
る
国

道
１
６
８
号
を
早
期
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
」と
発
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
土
交
通
省
の
地
方
整
備
局

の
存
続
問
題
に
つ
い
て
、「
今
回
の
よ
う

な
災
害
時
に
広
域
連
合
な
ど
が
地
方

整
備
局
に
代
わ
り
機
能
す
る
の
か
不

安
で
あ
る
。
災
害
時
に
は
現
在
の
よ
う

に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制

で
な
け
れ
ば
地
方
は
賛
成
で
き
な
い
」

　

　

　

は
１
億
㎥
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
土

砂
の
撤
去
は
、地
方
自
治
体
の
手
に
負

え
る
規
模
で
は
な
く
、国
策
と
し
て
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

　

16
日
は
、荒
井
知
事
と
共
に
防
衛
省

を
訪
問
し
、自
衛
隊
派
遣
に
対
す
る
お

礼
と
、全
国
で
唯
一
自
衛
隊
が
配
置
さ

れ
て
い
な
い
奈
良
県
内
に
自
衛
隊
の
配

置
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

東
京
で
の
要
望
を
終
え
た
後
、近
畿

地
方
整
備
局
・
上
総
整
備
局
長
を
訪
問

し
、発
災
直
後
か
ら
の
支
援
に
対
す
る

お
礼
と
引
き
続
き
支
援
を
お
願
し
要

望
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

荒
井
知
事
と

　
　
政
府
に
要
望
活
動

　

更
谷
村
長
は
、政
府
・
与
党
や
地
元

選
出
の
国
会
議
員
に「
紀
伊
半
島
大
水

害
」に
対
す
る
復
興
支
援
を
要
請
す
る

た
め
、11
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
東
京

で
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

14
日
、更
谷
村
長
と
中
南
議
長
は
奈

良
県
選
出
の
国
会
議
員
を
訪
問
し
、今

回
の
大
水
害
に
よ
る
被
害
や
現
在
の
復

旧
状
況
、今
後
の
復
興
に
向
け
た
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、翌
日
に
政
府

与
党
へ
の
要
望
を
行
う
た
め
、同
行
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

15
日
、荒
井
知
事
や
被
災
し
た
他
の

市
町
村
長
と
共
に
民
主
党
・
内
閣
府
・

総
務
省
・
国
土
交
通
省
・
農
林
水
産
省

な
ど
を
訪
問
し
、被
災
状
況
の
説
明
や

復
旧
・
復
興
の
支
援
を
要
望
し
ま
し

た
。

　

内
閣
府
で
は
主
に
避
難
者
・
被
災
者

支
援
、総
務
省
で
は
情
報
通
信
関
係
、

国
土
交
通
省
で
は
土
砂
ダ
ム
や
河
川
・

道
路
、農
林
水
産
省
で
は
治
山
や
耕
地

の
復
旧
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　

更
谷
村
長
は「
今
回
の
大
水
害
は
、こ

れ
ま
で
で
は
考
え
ら
れ
な
い
規
模
の
深

層
崩
壊
が
発
生
し
、そ
の
面
積
は
２
６

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、皇
居
の
約
２
倍
近
い
面
積
が

崩
壊
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

紀
伊
山
系
で
崩
壊
が
原
因
の
土
砂
量

渡辺防衛副大臣への要望

平野防災担当大臣への要望

上：同行いただく大西代議士に説明

下：鈴木民主党筆頭副幹事長への要望
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人 事 異 動
１月１日付（　）は旧職

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
品
川
駅
で

途
中
下
車
し
、帰
宅
途
中
の
方
々
に
村

の
状
況
と
復
興
に
向
け
た
意
気
込
み
な

ど
街
頭
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
に
荒
井
知
事
と
更
谷
村

長
が
行
っ
た
要
望
を
受
け
て
齋
藤
内
閣

官
房
副
長
官
が
12
月
３
日
、現
地
視
察

の
た
め
奈
良
県
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、大
雨
注
意
報
が
発
令
さ
れ
視

察
ル
ー
ト
が
変
更
と
な
り
な
が
ら
も
本

村
の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
後
、齋
藤
内
閣
官
房
副
長
官
は

「
ヘ
リ
や
直
接
現
地
の
視
察
を
行
い
、被

害
の
状
況
や
国
道
が『
い
の
ち
の
道
』で

あ
る
こ
と
も
十
分
認
識
で
き
た
。
村
長

が
訴
え
る
今
後
の
中
山
間
地
を
ど
う
す

る
か
な
ど
来
年
度
以
降
の
予
算
配
分

を
考
え
て
い
き
た
い
」と
発
言
さ
れ
ま

し
た
。

せ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
村

で
も
新
し
く
出
来
た
宇
宮
原
バ
イ
パ

ス
や
十
津
川
道
路
の
一
部
完
了
区
間

が
一
切
被
災
し
な
か
っ
た
事
で
早
期
に

仮
復
旧
で
き
た
こ
と
が
実
証
す
る
よ

う
に
、ま
だ
ま
だ
道
路
整
備
は
必
要
で

す
。
今
後
も「
い
の
ち
の
道
」整
備
を

強
く
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

大
水
害
で
被
災
し
た
県
南
部
の
復

興
を
応
援
す
る
た
め
、県
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

11
月
28
日
と
29
日
の
２
日
間
、東
京

品
川
駅
前
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
を

開
き
、県
南
部
へ
の
誘
客
や
特
産
品
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

29
日
の
道
路
整
備
全
国
大
会
に
向

か
う
途
中
、更
谷
村
長
は
チ
ャ
リ
テ
ィ

と
発
言
し
ま
し
た
。
関
西
広
域
連
合

や
九
州
知
事
会
は
国
土
交
通
省
の
地

方
整
備
局
を
廃
止
し
、広
域
連
合
な
ど

に
権
限
の
移
譲
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
と
き
日
比
谷
公
会
堂
に
参
集
し
た

市
町
村
長
で
賛
同
す
る
人
は
誰
一
人
と

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

更
谷
村
長
は
、決
議
さ
れ
た
要
望
文

を
携
え
、総
務
省
と
国
土
交
通
省
へ
の

特
別
要
望
班
と
し
て
各
関
係
部
署
に

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
時
間
を

割
い
て
要
望
に
対
応
い
た
だ
い
た
前
田

国
土
交
通
大
臣
は「
道
路
の
必
要
性
は

以
前
か
ら
の
取
り
組
み
で
十
分
理
解

し
て
い
る
」と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、全
国
の
公
共
事
業
の
減
少
や

道
路
整
備
が
停
滞
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、今
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、道
路
が
堤
防
代
わ
り
と
な
り
津
波

を
止
め
た
こ
と
や
、縦
横
に
走
る
道
路

を
活
用
し
た「
く
し
の
歯
作
戦
」と
呼

ば
れ
る
活
動
で
復
旧
復
興
を
促
進
さ

南
部
の
復
興
応
援
！
県
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

齋
藤
内
閣
官
房
副
長
官
が

村
を
視
察

下：大会の会場から発言する更谷村長

上：前田国土交通大臣への要望

齋藤内閣官房副長官が来村

下：品川駅前で街頭演説する
      更谷村長

○課長級
▶上東　清房・水道課長（生活環境
課水道事業対策室長）
○課長補佐級
▶東峯　洋子・出納室長補佐（総務
課課長補佐）
○係長級
▶東　辰夫・水道課係長（生活環境
課水道事業対策室係長）▶垣内　圭
三・住民課係長（福祉事務所係長）
▶中西　真美・総務課係長（出納室
係長）▶中根　健一郎・水道課係長
（生活環境課水道事業対策室係長）
○主査級等
▶北　直美・総務課企画調整室主
査（議会事務局主査）▶岩本　哲也・
総務課企画調整室主査（教育委員会
教育課主査）▶千葉　幸・教育委員
会教育課主査（総務課企画調整室主
査）▶和田　一幸・福祉事務所主査
（住民課主査）▶山香　慶造・水道
課主事（生活環境課水道事業対策室
主事）▶千葉　典子・議会事務局主
事（育休）
○新規採用
▶山下　将樹・建設課技師▶伊東
　純一・建設課技師▶辻村　奈央・
観光振興課主事

さ
い
と
う



一般行政
特別行政
公営企業

十 　 津 　 川 　 村
全 国 町 村 平 均
地方公共団体平均
注　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準
を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指
数です。

区 分

●事由別退職者数 （平成22年度）

●ラスパイレス指数の状況 （各年４月１日現在）

村の人事行政の運営などの状況を公表します
　村の人事行政運営などについてご理解をいただくため、「十津川村人事行政運営等の状況の公表に関す
る条例」に基づき、職員の数や勤務条件など、人事行政運営の状況について公表します。

平成21年
92.9
94.6
98.5

平成22年
93.3
95.1
98.8

普通昇給期間（12～
24月）を短縮して昇
給した職員Ｂ

注　昇給期間の短縮には、昇任時特別昇給などがあ
ります。

区 分

●昇給期間短縮の状況

平成21年度
121

－

－

職　員　数　Ａ

比　較　Ｂ／Ａ

平成22年度
117

－

－

　職員の勤務時間は、午前8時30分から午後5時
15分までの1日7時間45分、週38時間45分です。別
に60分の休憩時間があります。

　再任用とは、高齢者雇用のため定年退職者を再
任用する制度です。十津川村では、再任用は行って
いません。

●年齢別職員構成の状況 （平成23年4月1日現在）

（平成22年度）●職員の勤務条件、休憩の概要

20歳
未満

20～
23歳

24～
27歳

28～
31歳

32～
35歳

2 2 9 12 14職員数

区　分

36～
39歳

40～
43歳

44～
47歳

48～
51歳

52～
55歳

19 5 8 18 17

－
－
－

－
－
－

2
1
－

－
1
－

職員数

区　分

56～
59歳

60歳
以上

13 － 119職員数

区　分
区　分 定　年 定年前

早期退職
自己都合
退職 その他

●職員の総数 （各年4月1日現在）

区　分
職員定数
職 員 数

平成21年度
154
121

平成22年度
154
117

●全職員の平均年齢

区　分
平均年齢

平成21年度
41歳11月

平成22年度
41歳9月

●採用者の状況

区　分
採 用 者

平成21年度
4

平成22年度
2

●再任用の状況

退職者には以下の事由による退職があります。
※定年退職：定年（60歳）により退職する場合
※定年前早期退職：人事管理上の目的から職員に
定年前早期退職の勧奨を行い、これに応じて退
職する場合
※自己都合退職：本人の都合により退職をする場合
※その他：死亡による退職など

●退職者の状況

計

お問い合わせ：総務課
　　　　　　  ☎0746-62-0001
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職務専念義務

争議行為等の禁止

信用失墜行為の
禁止

営利企業等の
従事制限

守 秘 義 務

政治的行為の制限

職員は全体の奉仕者として、勤
務時間中においては全力で職
務しなければなりません。

職員は信用に傷をつけたり、全
体の不名誉となる行為をして
はなりません。

営利企業に従事することは制限
されており、従事する場合は許
可を受けなければなりません。

職員は、政党その他政治団体
の結成などに関する政治的行
為が禁止されています。

職員には争議行為が禁止され
ています。
職員は、職務上知り得た秘密を
漏らしてはなりません。

基 本 原 則 概 要

●職員の服務に関する基本原則の概要

　職員は、勤務条件やその意に反する不利益な処
分に関して、公平委員会に措置要求また不服の申し
立てを行うことができます。
　平成22年度は、措置要求・不服申し立てはありま
せんでした。

●公平委員会の業務の状況

※村の常勤職員は、奈良県市町村職員共済に加入
し、当該組合の規定による短期給付（保健・休業・災
害・付加）並びに長期給付（年金）を受けることがで
きます。なお、給食調理員は公立学校共済組合に
加入しています。

※村の職員が公務による災害で病気になったり、死
亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一
定の補償があります。

※職員の健康診断については、労働安全衛生法に
より、年１回実施しています。

●職員の福祉・利益の保護の状況

　　　種　　　類
骨髄提供のための休暇
ボランティア休暇
結婚休暇
妻の出産休暇
夏期休暇
子の看護休暇

付 与 日 数
必要と認められる期間

5
5
2
5
5

　労働基準法の規定に従い、原則として１年に20
日の有給休暇が与えられます。
　平成22年１月から12月までの平均取得日数は、
12日です。

●職員の年次休暇の概要と取得状況

　職員が疾病または負傷のために勤務できない場
合、医師の証明書などに基づき、療養のため必要最
小限度の時間勤務することが免除されます。
　平成22年１月から12月までの取得者は、23人
です。

●病気休暇の概要と取得状況

　年次休暇以外にも、特別な事由に該当する場合
は、特別休暇が付与されます。
　主要なものは、次のとおりです。

●特別休暇の概要と付与日数

　　　　　研　　修　　名
広報研修
管理者研修
行政・政策課題別研修
契約事務研修
新規採用職員研修
新任課長補佐級職員研修
税務職員(初任者)研修
問題発見・解決能力向上研修
自治体法務（法制執務）研修
法制執務研修
OJTの留意点と進め方
効果的な資料作成研修
プレゼンテーション研修
一目でわかる図解表現の技術研修
メンタルヘルス研修

人数
2
1
1
1
3
2
1
1
1
17
37
9
8
1
62

●職員の研修状況

　職員が育児をするための休業制度で、最長3年間
取得することができます。育児休業は、１日単位で、
部分休業は時間単位で取得することができます。
　平成22年１月から12月までの育児休業取得者
数は、9人です。

●職員の育児休業の概要と取得状況

　職員は身分を保障されていますが、一定の事由
があれば、分限処分や懲戒処分により職を失った
り、降任されたり、給与を減額されたりします。
　「分限処分」とは、公務の能率維持のため行う処
分です。「懲戒処分」とは、公務員にふさわしくない
非行があった場合に公務員関係の秩序を維持する
ために行う処分です。
　平成22年度中の懲戒処分、分限処分はありませ
ん。

●職員の分限及び懲戒処分の状況
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　五條消防署十津川分署の開署で、奈良交通（株）
に委託していた救急車の運転業務が終了した11月
28日、これまで救急車の運転業務を行っていた職
員の業務終了式が行われました。
　救急車の運転業務は昭和63年７月から村が奈良
交通（株）に委託して行われていました。大前憲視さ
ん（湯之原）は平成７年８月から、中上一郎さん（内
原）と東峯哲也さん（湯之原）は平成８年７月から運転
業務にあたり、年間200件以上の救急出動を３人で
対応していました。
　今後、大前さんは退職し、中上さんと東峯さんは
村営バスの乗務員として勤務します。

　災害が起こったとき、被害の軽減や拡大防止、被災者の安全確保や保護など、防災活動に
貢献した方が表彰される防災功労者知事表彰。その表彰式が11月27日、橿原市の県社会
福祉総合センターで行われ、台風12号の災害で人命救助に貢献された中田米藏さん（大字
旭）と千葉勇さん（大字野尻）が受賞されました。
　９月３日、大字野尻の村営住宅２棟が対岸の土砂崩れの影響で押し流され、現場にいち
早く駆けつけた中田さんが３人の被災者を現場から国道まで救助しました。
　現場に駆けつけた地元総代の千葉さんは、救助された３人を自家用車に乗せてすぐに診
療所に搬送しました。消防団が現場に到着するまでの地域住民による活動であり、中田さ
ん、千葉さんお二人の素早い判断と連携が３人の命を救いました。

奈良交通職員 救急運転業務を終了！
「早く、安全に、確実に」長い間、救急運転業務ありがとうございました！

11
27

11
28

中田　米藏さん（63歳）　大字旭 千葉　勇さん（70歳）　大字野尻

（左）中上さん　（中）大前さん　（右）東峯さん

防災功労者知事表彰
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カメラスケッチ

　村の観光大使「さだまさし」さんが村を激励する
ため12月１日、役場を訪れました。村長など約
120人が住民ホールで出迎える中、さださんは「心
のふるさとである村の復興を応援したい」と話され
ました。
　また、翌日は４月に統合を控える十津川中学校
を訪れ、校舎や校舎から見える景色などを視察し
ました。新中学校の校歌の作詞作曲を引き受ける
さださんは「子どもたちが大人になっても口ずさむ
ことができる校歌をつくりたい」と意気込みを語っ
てくれました。

12
1～2

12
18

　阪神・淡路大震災など被災
地を回り、復興支援のコンサ
ートを行っている関西21世紀
交響楽団が12月18日、十津
川村住民ホールで復興コンサ
ートを行いました。
　村民の皆さんに勇気と希望を少しでも送ることが出
来ればという交響楽団の思いが、交響曲というかたちで
会場に集まった約450人を包み込みました。
　名曲に乗せてエールを届けてくれた交響楽団のみな
さん、本当にありがとうございました。

『心のふるさと』復興を応援したい！
観光大使「さだまさし」さんが村を訪問

　小原中学校の生徒が取り組む『十津川生き生きプロジェク
ト』の伝統料理班が12月13日、梅田の阪神百貨店で行われ
た「つけものグランプリ」の西日本大会に出場しました。
　小原中学校の伝統料理班が出品したのは、十津川産のぶな
しめじを酢で漬けて仕上げた、とてもさっぱりとして口当たりの
良い『きのこピクルス』。
　結果、100品を超える応募の中、『きのこピクルス』が「ミツカ
ン賞」（第３位）の栄光に輝きました。
　地元の食材を活かして創作したものが入賞し、参加した生
徒は「まさか、こんな賞がいただけるとは思いませんでした」と
笑顔で話しました。
　中学生からやれば出来るんだというパワーと勇気をもらっ
た気がします。

つけものグランプリ 西日本大会出場！
（T-1グランプリ）

ミツカン賞（第３位）入賞！！

十津川復興コンサート♪ － 関西２１世紀交響楽団 －

12
13
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1
1
1
2
2

月
月
月
月
月

日
日
日
日
日

15
22
29
5
12

月　日 診療場所
中 川 医 院
小原診療所
小原診療所
小原診療所
中 川 医 院

2
2
2

月
月
月

日
日
日

2
2
16

月　日 診療場所
小原診療所
上野地診療所
小原診療所

★休日診療当直医★

★整形外科診療★

午前
午後
午前

五
條
市
・
十
津
川
村
・
野
迫
川
村
の

い
ず
れ
の
窓
口
で
も
消
費
生
活
相

談
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
は
、消
費
者
が
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
、契
約
な
ど
に
つ
い
て
、事
業
者
と
の
間
に
生

じ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
、問
い
合
わ
せ
を
専
門
相

談
員
が
問
題
解
決
に
む
け
て
相
談
・
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

原
則
は
ご
本
人
で
す
が
、ご
家
族
に
よ
る
相
談

も
可
能
で
す
。

こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
不
審
電
話
に
よ
る
還
付
金
詐
欺
！

　

公
的
機
関
の
職
員
が
、現
金
自
動
預
払
機（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）の
操
作
の
指
示
や
金
融
機
関
口
座
の
残

高
、暗
証
番
号
な
ど
を
た
ず
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
災
害
に
便
乗
し
た
義
援
金
詐
欺
！

　

誰
で
も
知
っ
て
い
る
義
援
金
受
付
団
体
の
名

前
や
被
災
者
の
親
戚
を
名
乗
る
詐
欺
が
発
生
。

▼
強
引
な
訪
問
販
売
、し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
、不

安
を
あ
お
る
無
料
点
検
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

に
よ
る「
商
品
が
届
か
な
い
」「
返
品
に
応
じ
て
く

れ
な
い
」「
お
店
と
連
絡
が
つ
か
な
い
」な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
！

◆
窓
口
・
開
設
日

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

五
條
市　

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日　

10
時
〜
15
時

　

十
津
川
村　

毎
週
木
曜
日　
　
　

  　
10
時
〜
15
時

　

野
迫
川
村　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

  　
10
時
〜
17
時

※

た
だ
し
、相
談
日
が
祝
祭
日
と
重
な
っ
た
場
合

　

は
実
施
し
ま
せ
ん
。

問
住
民
課
☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
不
要

制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
公
的
年
金
な
ど

の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、同
年
分
の

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、住

民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、確
定
申
告
が
不
要
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、

医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
申
告
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、吉
野
税
務
署
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
吉
野
税
務
署（
吉
野
町
丹
治
２
０
０
番
１
）

　

☎
０
７
４
６（
32
）３
３
８
５

文
化
財
防
火
週
間

　

昭
和
24
年
に
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
損

し
た
日
に
合
わ
せ
て
、１
月
26
日
は「
文
化
財

防
火
デ
ー
」、１
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
文
化

財
防
火
週
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
に
も
重
要
文
化
財
の
玉
置
神
社
な
ど
多

く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

一
層
の
文
化
財
愛
護
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
と
く
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
使
用
期
限

　
「
せ
ん
と
く
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」が

利
用
で
き
る
期
間
は
、２
月
29
日（
水
）ま
で

で
す
。
使
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
商
品
券
は

無
効
と
な
り
換
金
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、期

限
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
県
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２（
21
）６
１
０
１

　
（
平
日
10
時
〜
18
時
）

台
風
12
号
の
災
害
で
発
生
し
た

ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て

　

台
風
12
号
で
発
生
し
た
災
害
ゴ
ミ
は
無

料
で
処
理
し
ま
す
。
分
別
を
行
い
、衛
生
セ

ン
タ
ー
ま
で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

被
害
に
あ
っ
た
家
屋
の
廃
材
や
ガ
レ
キ

は『
り
災
証
明
書
』を
職
員
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

問
衛
生
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
４
６（
63
）０
３
９
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。

時
２
月
19
日（
日
）

所
天
理
教
お
や
さ
と
や
か
た
東
右
第
４
棟

　
（
天
理
市
布
留
町
２
０
０
）

◆
願
書
受
付
期
間　

１
月
11
日
〜
18
日

　
（
持
参
に
よ
る
受
付
は
平
日
の
み
）

　

※

願
書
は
、五
條
市
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

問（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
奈
良
県
支
部

　

〒
６
３
０-

８
３
０
１

　

奈
良
市
高
畑
町
１
１
１
６-

６

　

な
ら
土
連
会
館
３
階

　

☎
０
７
４
２（
27
）５
１
１
９

　
（
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

試
　
験

お
知
ら
せ

診療時間は9：30～16：30です。

五條消防十津川分署 64-1190
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大
人
も
か
か
る
リ
ン
ゴ
病

　

幼
児
や
学
童
で
み
ら
れ
る
軽
い
風
邪
症
状

の
後
に
頬
が
赤
く
な
る
リ
ン
ゴ
病（
伝
染
性

紅
斑
）は
、飛
沫
感
染（※
１
）や
接
触
感
染

に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。（※
２
）子
ど
も
が

感
染
し
て
も
、そ
れ
ほ
ど
具
合
が
悪
く
な
る

こ
と
も
な
く
、頬
が
赤
く
な
っ
て
診
断
が
つ

く
こ
ろ
に
は
感
染
力
も
消
失
し
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
深
刻
な
病
気
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、大
人
が
感
染
し
た
場
合
、と
き

に
強
い
多
発
性
関
節
痛
、手
足
の
む
く
み
、

だ
る
さ
、発
熱
な
ど
の
症
状
を
招
く
こ
と
が

　

早
期
に
計
画
的
に
大
量
の
堆
砂
処
理
を

進
め
る
に
は
、土
捨
場
の
確
保
や
運
搬
路

の
確
保
、地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
、村
内
の
災
害
復
旧
工
事
と
の
調
整

が
必
要
で
す
の
で
、現
在
、関
係
機
関
と
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
の
影
響
以
外
で
も
、山
林
崩
壊
な

ど
で
、村
内
の
至
る
所
の
河
川
で
堆
積
し

た
土
砂
の
処
理
が
必
要
で
、新
た
な
土
捨

場
の
確
保
が
急
務
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

堆
砂
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
だ
け
で
は
到
底
処
理
で
き
る
問
題
で

は
な
い
た
め
、国
や
県
の
事
業
と
し
て
、河

川
の
堆
砂
排
除
事
業
を
行
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

台
風
12
号
で
、村
内
の
ダ
ム
湖
や
河
川

の
至
る
所
で
土
砂
が
堆
積
し
、村
民
の
皆

様
に
は
大
変
不
安
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。
現
状
と
今
後
の
堆
砂
排
除
計

画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ダ
ム
湖
内
に
堆
砂
が
増
え
る
と
水
位
の
上

昇
に
つ
な
が
り
、湖
岸
浸
食
な
ど
の
要
因
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、ダ
ム
湖
流
入
部
な
ど
の

流
速
が
弱
ま
る
場
所
で
堆
砂
が
進
む
と
、局

地
的
な
河
床
の
上
昇
で
、河
岸
の
浸
食
や
洪

水
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、二
津
野
ダ
ム
の
堆
砂
が
進
み
、西

川
出
合
か
ら
蕨
尾
地
区
に
か
け
て
は
、
電

源
開
発
（
株
）
の
堆
砂
処
理
事
業
と
し
て
、

例
年
３
．３
万
㎥
の
堆
砂
を
重
里
の
中
串

土
捨
場
へ
運
搬
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
、台
風
６
号
、12
号
、15
号
と
度
重
な
る

大
雨
で
大
量
の
土
砂
が
堆
積
し
て
い
ま

す
。台
風
前
の
状
況
ま
で
戻
す
に
は
、
約
12

万
㎥
の
堆
砂
処
理
が
必
要
で
す
。 

こ
の
12

万
㎥
の
堆
砂
処
理
は
、
12
月
22
日
か
ら
中

串
土
捨
場
へ
運
搬
し
て
お
り
、現
在
は
、国

道
４
２
５
号
と
県
が
出
合
橋
か
ら
中
串

土
捨
場
ま
で
の
間
に
設
置
し
た
河
中
道
路

を
使
っ
て
堆
積
し
た
土
砂
を
中
串
土
捨
場

ま
で
運
搬
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
二
津
野
ダ
ム
で
は
、込
之
上

や
折
立
に
も
大
量
の
堆
砂
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、風
屋
ダ
ム
で
も
神
納
川
の
堆
砂

処
理
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、妊
婦
さ
ん
が
感
染
す
る
と
流
産
な

ど
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
成
り
え
ま
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
免
疫
が
あ
る
人

は
、大
人
で
50
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
病
は
４
〜
５
年
周
期
で
流
行
が

訪
れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
や
特
別
の
治
療
法

が
な
い
た
め
、妊
婦
さ
ん
な
ど
は
、お
住
ま

い
の
地
域
で
リ
ン
ゴ
病
が
流
行
し
て
い
る

時
期
に
は
、マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
な
ど

の
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼（※

１
）ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
咳
や
く
し
ゃ

み
に
よ
っ
て
拡
散
し
感
染
す
る
こ
と
。▼（※

２
）感
染
源
に
皮
膚
や
粘
膜
な
ど
が
直
接
触

れ
る
か
、病
原
体
が
付
着
し
た
タ
オ
ル
や
容

器
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る
こ
と
。

（
奈
良
県
医
師
会
）

福祉事務所から
お知らせ

 

生
活
環
境
課
か
ら
お
知
ら
せ

　平成24年度に保育所へ入所を希望される幼児と
保護者のみなさん、ぜひご来場ください。（参加は自
由。どこの保育所でも入場できます）
★日時（時間はいずれも9：30～11：30）★

２月14日（火）上野地保育所　☎0746（68）0227
２月15日（水）小原保育所　☎0746（63）0010
２月16日（木）花園保育所　☎0746（67）0018
２月17日（金）みどり保育所　☎0746（66）0233
※お昼の給食はありません。
※参加申込不要。直接ご来場ください。
※子どもたちの様子や保育内容、入園のしおりで入
所の簡単な説明を行います。

※筆記用具と上履きをご持参ください。

★入所申請書・承諾書について★
▶保育所と福祉事務所にあります。▶２月２４日（金）
までに第１入所希望の保育所へ提出してくださ
い（郵送可）。

★入所対象者生年月日★
赤組（年少）▶平成20年4月2日～平成21年4月1日
黄組（年中）▶平成19年4月2日～平成20年4月1日
青組（年長）▶平成18年4月2日～平成19年4月1日

★ 体験保育のご案内 ★

 

ダ
ム
湖
や
河
川
で
の
堆
砂
問
題
に
つ
い
て

〔わらびお地内〕

〔西川出合〕

健
　
康
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を
建
築
中
で
す
。
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
の
誕

生
し
た
背
景
に
は
ド
イ
ツ
の
森
林
政
策

が
あ
り
、人
々
の
愛
す
る「
黒
い
森
＝
シ
ュ

バ
ル
ツ
バ
ル
ト
」が
酸
性
雨
に
よ
っ
て
痛

手
を
受
け
た
と
き
、そ
の
復
元
に
向
け
、

森
林
施
業
改
革
、省
エ
ネ
住
宅
の
基
準
強

化
と
建
築
へ
の
支
援
体
制
に
よ
り「
木
を

育
て
、木
を
使
う
」流
れ
を
つ
く
り
、世
界

基
準
の
エ
コ
住
宅
建
築
と
健
全
な
森
林

育
成
が
持
続
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、先
人
の
知
恵
に
学
び「
神
代

杉
」に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
豊
か
な
土
壌

を
育
む
森
林
を
育
成
し
、神
々
の
依
り
代

と
な
る
よ
う
な
優
良
森
林
を
有
す
る
山

づ
く
り
を
持
続
可
能
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
急
峻
な
地
形
ゆ
え
搬
出
の
難

し
い
場
所
か
ら
も
出
来
る
限
り
搬
出
間

伐
を
行
い
林
地
保
全
に
努
め
る
と
共
に
、

鬱
蒼
と
茂
る
森
林
も
間
伐
に
よ
っ
て
明
る

い
陽
の
差
す
森
林
に
蘇
ら
せ
、し
っ
か
り

と
根
を
張
り
土
壌
を
守
る
杉
・
檜
を
育
成

し
、災
害
に
も
強
い
Ｃ
Ｏ
２(

二
酸
化
炭

素)

の
吸
収
源
に
も
な
る
森
林
を
つ
く
り

ま
す
。

　

更
に
健
全
な
山
元
か
ら
、私
た
ち
の

「
心
」を
建
築
材
や
家
具
な
ど
に
込
め
て

お
届
け
し
、大
切
な
人
の
生
命
や
地
球
上

の
生
命
を
守
る
一
助
と
な
り
ま
す
よ
う
、

事
業
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。
村

内
、村
外
の
山
主
の
皆
様
、多
数
の
皆
様

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、ご
参
加
・
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

村
内
全
小
学
校
の
児
童
が
、山
で
拾
っ

た
ど
ん
ぐ
り
で
竹
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
を

始
め
ま
し
た
。
発
芽
後
は
、２
〜
３
年

間
苗
を
育
成
し
、成
長
後
は
山
に
植
え
る

予
定
で
す
。
災
害
で
家
族
や
友
達
を
失

っ
た
悲
し
み
は
ま
だ
ま
だ
癒
え
ま
せ
ん

が
、み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
ど
ん
ぐ
り
を

植
え
ま
し
た
。

　

来
年
に
は
立
派
な
苗
が
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。

に
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
な
い
災
害
を

ど
の
よ
う
に
防
ぐ
か
、安
全
に
暮
ら
す
場

所
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
、考
え
さ
せ
ら

れ
る
毎
日
で
す
。

　

村
内
の
森
林
も
多
数
被
害
を
受
け
、立

木
が
根
こ
そ
ぎ
流
さ
れ
、地
盤
に
亀
裂
が

入
り
、山
中
も
林
道
も
復
旧
に
は
ま
だ
時

間
を
要
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
村
を
襲
っ

た
台
風
は
、長
期
間
激
し
い
雨
を
降
ら
す

停
滞
型
の
も
の
で
、原
因
は
地
球
温
暖
化

に
よ
る
海
水
の
温
度
上
昇
に
伴
う
も
の
と

も
言
わ
れ
、山
を
育
成
・
保
全
し
優
良
な

森
林
、災
害
に
強
い
山
を
つ
く
る
こ
と
は
、

大
切
な
生
命
を
二
度
と
失
う
こ
と
の
な

い
よ
う
、私
達
が
取
る
べ
き
最
善
の
道
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ド
イ
ツ
由
来
の「
十
津
川
住
宅
」

３
月
竣
工
予
定
！

　

村
で
は
、健
全
な
山
づ
く
り
と
、「
木
の

温
も
り
」を
通
じ
て
十
津
川
村
の
自
然
の

深
さ
、豊
か
さ
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
届

け
す
る
た
め
に
、橿
原
市
内「
十
津
川
の

森
」に
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
の
定
め
た
住
宅

基
準
・
規
則
よ
り
は
る
か
に
厳
し
い
ド
イ

ツ
基
準
を
満
た
し
た「
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
」

　

昨
年
９
月
の
未
曾
有
の
災
害
か
ら
早

４
か
月
が
経
過
し
、村
は
新
し
い
年
を
迎

え
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
方
、行
方
の
わ

か
ら
な
い
方
々
も
お
ら
れ
、台
風
は
村
内

の
各
地
に
爪
痕
を
残
し
、い
ま
だ
に
心
癒

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
、家

族
を
、親
族
を
、友
人
を
、仕
事
の
仲
間
を

亡
く
し
ま
し
た
。
洪
水
は
家
や
田
畑
、山

を
崩
壊
さ
せ
、土
石
流
と
な
っ
て
川
を
下

り
下
流
の
方
々
の
生
命
や
生
活
を
奪
い

ま
し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し

の
中
忙
殺
さ
れ
が

ち
な
当
時
の
地
獄

の
よ
う
な
光
景

も
、河
床
に
堆
積

し
た
大
量
の
土
砂

を
目
の
あ
た
り
に

し
、山
中
の
土
砂

ダ
ム
を
思
う
た
び

元
気
な
山
を
育
て
よ
う
！

〜
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
ぐ
り

の
里
親
に
〜

う
っ
そ
うひ

よ
み
が
え

よ

し
ろ

自
然
に
や
さ
し
い

身
体
に
や
さ
し
い

木
の
温
も
り
を 

十
津
川
の
山
か
ら

あ
な
た
に
伝
え
た
い
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介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
11
年
が
経
過

し
、着
実
に
老
後
の
安
心
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、村
の
高
齢
化
率
が
40
・
６
％（
23
年

３
月
末
現
在
）と
高
く
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
も
、

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

村
の
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
の

状
況
は
、給
付
面
で
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
利
用
者
が
月
95
人（
23
年
２
月

現
在
）で
、昨
年
度
同
月
に
比
べ
10
人
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、月
２
０
１
人（
23

年
２
月
現
在
）と
な
り
、昨
年
度
同
月
に
比
べ
１

人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、介
護
保
険
準
備

基
金
か
ら
の
繰
出
金
収
入
の
増
加
に
よ
り
、昨

年
度
と
同
様
に
介
護
保
険
会
計
は
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、本
年
度
も
県
の

財
政
安
定
化
基
金
か
ら
の
貸
付
を
受
け
る
こ

と
な
く
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

悩
ま
な
い
で
相
談
を

　
「
体
が
不
自
由
に
な
り
で
き
な
い
事
が
増
え

て
き
た
」「
家
族
の
介
護
が
大
変
に
な
っ
て
き

た
」な
ど
、日
常
生
活
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、福

祉
事
務
所（
☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
１
）へ
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

平成20年3月31日現在
平成21年3月31日現在
平成22年3月31日現在
平成23年3月31日現在

要支援1 要支援2
６５
５７
５３
７１

６９
８６
９２
８７

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計
６３
７２
８７
１０３

６２
５５
７３
７０

５４
５５
５５
４４

４０
３８
３７
４０

２７
２８
３５
３６

３８０
３９１
４３２
４５１

お問い合わせ：十津川村福祉事務所　介護保険担当☎0746（62）0901

要支援・要介護認定者の状況 （単位：人）

介
護
保
険
会
計
決
算
報
告

平
成
22
年
度

介 護 保 険介 護 保 険

歳出決算総額 5億4,812万円 歳入決算総額 5億5,828万円

地域支援事業費
１，２６５万２，９４５円
（2.3％）

諸支出金
１９２万８，７１５円
（0.4％）

総務費
８８８万２，９５１円
（1.6％）

基金積立金
９２１円
（０.0％）

保険給付費
５億２，４６５万６，２３５円
（９5.7％）

諸収入
９万８，６６１円
（０.0％）

繰越金
１８４万３，５７２円
（０.３％）

県支出金
８，３７４万９，０００円 
（１５.０％）

介護保険料
７，２３１万７，１８２円
（１３.０％）

村支出金
８，４４１万４，４４５円
（１５.１％）

国庫支出金
１億５，２８２万３，０００円
（27.4％）

支払基金交付金
１億６，３０３万８，４４８円
（29.2％）
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■
確
定
申
告
の
際
に
必
要
で
す

　

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶

養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る

方
や
、年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
所
得

が
あ
る
方
、ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
の

雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、確
定

申
告（
平
成
24
年
２
月
16
日
〜
３
月

15
日
ま
で
に
、住
所
地
を
管
轄
す
る
税

務
署
や
役
場
財
政
課
で
受
付
）を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
源
泉
徴
収
票

は
、そ
の
際
に
、添
付
書
類
と
し
て
必

要
で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、老
齢
年
金
な
ど
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
な
い
介
護
保
険
料
な
ど
の

社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
は
、確
定
申

告
を
行
い
、所
得
税
の
過
不
足
分
を
精

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

万
一
、源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た

場
合
や
未
着
の
場
合
な
ど
に
は
、日
本

年
金
機
構
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）で
源
泉
徴
収
票
の
再

交
付
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
電
話
番
号
】

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、０
３（
６

７
０
０
）１
１
６
５
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

・
月
〜
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

た
だ
し
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
火
曜
日
）は
19
時
ま
で
。

・
第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
〜
16
時

　

ま
た
、来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収
票
の

再
交
付
の
受
付
、そ
の
他
の
年
金
相
談

は
、年
金
事
務
所
や
年
金
相
談
セ
ン
タ

ー
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
際
は
、年
金
証
書
の
基
礎
年

金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
た
め
、厚
生
労
働
省
か
ら
委
託

さ
れ
た
日
本
年
金
機
構
で
は
、国
民
年

金
、厚
生
年
金
保
険
の
対
象
と
な
る
年

金
受
給
者
の
方
々
に
平
成
23
年
分
の

源
泉
徴
収
票
を
作
成
し
、平
成
24
年

１
月
末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
、平
成
24

年
１
月
中
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
は
、そ
の
年
の
１
年
間
に
支
払
わ

れ
た
年
金
の
総
額
、社
会
保
険
料
の
金

額（
介
護
保
険
料
額
、国
民
健
康
保
険

料
お
よ
び
長
寿
医
療
保
険
料
）、源
泉

徴
収
税
額
お
よ
び
控
除
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、65
歳
未
満
で
年
金
の
支
払
額

が
１
０
８
万
円
に
満
た
な
い
方
と
、65

歳
以
上
で
年
金
の
支
払
額
が
１
５
８

万
円
に
満
た
な
い
方
は
、所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
老
齢
給
付
の
受
給
者
に
送
付
さ
れ
て

い
ま
す

　

国
民
年
金
、厚
生
年
金
保
険
お
よ
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
な
ど
は
、所
得
税
法
上「
雑
所

得
」と
み
な
さ
れ
、所
得
税
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、国
民
年
金
法
な
ど

で
、障
害
も
し
く
は
死
亡
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
は
課
税
し
な
い
た
め
、老

齢
も
し
く
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
の
み
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

公
的
年
金
な
ど
の
支
払
者（
厚
生
労

働
省
・
各
共
済
組
合
）は
、所
得
税
が
老

齢
年
金
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、老
齢
年
金
な

ど
を
受
け
て
い
る
方
々
全
員
に「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が
そ
の
年
の

翌
年
１
月
31
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、確
定
申
告
の
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
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入院するときは
　　限度額適用の申請を忘れずに！

こくほだより

入院時に｢限度額適用認定証｣または｢限度額適用・標準負担額減額認定証｣を提示すると、病院の窓口で
の支払いが下記の限度額までになります。ただし、国保税を滞納している世帯の方は、限度額の適用は
受けられません。（食事代の減額のみ受けられます。）

認定証の有効期間は、原則、申請した月の初日から７月末までです。入院する都度、申請していただく必要は
ありませんが、有効期限が過ぎても認定証が必要なときは、再度申請が必要です。

※１　医療費の総額が一定基準額を超えた場合、超えた額の１％が加算されます。
※２　過去一年間に４回以上高額療養費に該当した場合（本来の自己負担割合で計算した自己負担相当額が上記の限度額
を超えた場合）、４回目以降の限度額は（　　）内の額になります。

注）認定証を提示せずに入院した場合は、通常の自己負担割合で計算された額を支払い、後日、申請によ
り払戻しを受けることができます。
なお、７０歳以上の方で村県民税が課税されている方（現役並み所得者・一般の所得区分の方）は、高
齢受給者証を提示すれば、限度額の適用を受けられますので、限度額適用の申請をする必要はあり
ません。

村県民税が課税されて
いる世帯で、基礎控除後
の所得が６００万円を超
える世帯及び未申告世
帯【上位所得者】

村県民税が課税されて
いる上位所得者以外の
世帯【一般】

村県民税が課税されて
いない世帯
【住民税非課税世帯】

課税所得が１４５万円以
上の７０歳以上の国保加
入者がいる方
【現役並み所得者】

村県民税が課税されて
いる現役並み所得者以
外の方【一般】

村県民税が課税されて
いない低所得者Ⅰ以外の
人
【低所得者Ⅱ】

村県民税が課税されて
いない必要経費控除後
の各所得が０円の人
【低所得者Ⅰ】

※１
150，000円  
（83,400円）

※１
80,100円  

（44,400円）

35,400円  
（24,600円）

※１
80,100円  

（44,400円）

44,400円  

２６０円

210円

1６０円

９０日までの入院

所　得　区　分 食事代（１食あたり）所　得　区　分 自己負担限度額
（月額）

自己負担限度額
（月額）

過去１年間の入院日数が
９０日を越える入院

100円

24,600円  

15,000円  

70歳未満 70歳以上 共　通
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ハ
ー
ブ

榊

な
ら
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
内
容
に
し
て

い
ま
す
。

　

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、も
っ
と
ハ
ー

ブ
を
育
て
た
く
な
り
ま
す
ね
！

　
１
月
28
日
、橿
原
市
八
木
で
開
催
さ
れ
る

「
な
ら
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
出
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
新
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
、競
い
合
う
コ

ン
テ
ス
ト
で
す
。　

　
私
た
ち
協
議
会
は
、こ
ん
に
ゃ
く
と
柚
子

と
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
た
、ゼ
リ
ー
で
も
プ

リ
ン
で
も
な
い
新
し
い
味
覚
と
食
感
の
ス
イ

ー
ツ
を
出
品
す
る
予
定
で
、こ
れ
が
村
の
新

し
い
お
土
産
物
に
な
る
よ
う
最
近
は
調
理
実

習
の
毎
日
で
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
一
般
の

方
々
の
投
票
で
決
ま
り
ま
す
の
で
、ご
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
当
日
お
越
し
下
さ
い
！

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
情
報
は
協
議
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
な
に
を
欲
し
が
っ
て
い
る
の
か
？
と
い
う

よ
う
に
、い
つ
も「
な
ぜ
？
」と
考
え
続
け
、答

え
を
み
つ
け
る
努
力
を
す
る
こ
と
。

　

山
口
先
生
の
農
業
に
対
し
て
の
熱
い
思
い

が
伝
わ
り
、私
た
ち
の
や
る
気
が
さ
ら
に
掻
き

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

■
ハ
ー
ブ
講
座

　

ウ
ィ
ズ
ハ
ー
ブ
の
若
林
先
生
に
よ
る
ハ
ー

ブ
の
活
用
方
法
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
中
。

　
『
ハ
ー
ブ
を
育
て
て
い
る
も
の
の
、ど
う
使

え
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
』と
受
講
を
お
申

込
み
く
だ
さ
る
方
が
多
く
、講
座
で
は
日
常

生
活
に
こ
ん
な
に
も
ハ
ー
ブ
が
役
立
つ
！
と

作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
括
り
榊
の
作
り
方
を
学
び
、そ
こ

に
花
や
オ
ー
ナ
メ
ン
ト（
飾
り
）を
つ
け
て
、お

正
月
や
ク
リ
ス
マ
ス
風
の
括
り
榊
を
作
り
ま

し
た
。
あ
と
２
回
、ど
ん
な
も
の
が
で
き
る
か

楽
し
み
で
す
。

■
武
蔵
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

　

11
月
24
日
、以
前
農
業
セ
ミ
ナ
ー
で
お
世
話

に
な
っ
た
山
口
農
園
の
山
口
先
生
の
指
導
の

下
、村
民
の
方
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、畑

に
立
派
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
建
ち
ま
し
た
。

　

作
業
を
し
な
が
ら
メ
モ
を
取
り
た
く
な
る

ほ
ど
勉
強
に
な
る
お
話
を
し
て
く
れ
る
山
口

先
生
。「
作
物
が
根
を
張
り
や
す
い
よ
う
に
土

を
耕
す
。
使
い
終
わ
っ
た
”し
い
た
け
の
ホ
ダ

木“
は
と
て
も
良
い
肥
料
に
な
る
」等
々
。

　

土
地
環
境
・
気
温
・
天
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
に
う
ま
く
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

農
業
は
、基
本
よ
り
も
応
用
が
大
事
だ
と
先

生
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
虫
に
つ
か
れ
る
の
か
？
こ
の
作
物
は

　

前
回
に
引
き
続
き
活
動
報
告
で
す
。
内
容
の

充
実
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
に
こ
れ
か
ら
も
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

　

榊
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催
中
で
す
。

京
都
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
先
生
を

招
き
、榊
と
花
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
１
回
目
は
榊
の
葉
を

丸
め
た
り
珍
し
い
花
と
組
み
合
わ
せ
た
り
と
、

予
想
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
使
い
方
に
、参
加
者

の
方
は
は
じ
め
は
戸
惑
い
つ
つ
も
、楽
し
ん
で

地域雇用創造協議会事務局

武蔵のビニールハウス

榊と花を使ったフラワーアレンジメント

十津川村小原225-1
十津川村役場観光振興課内
電話：0746-62-0004
   （内線：235・236・237）

【発信】

か

く
く



人のうごき人のうごき
（敬称略）
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村報に対する感想や、今後取り上げて欲しい記事、村に対する思い、あなたの身近な出来事などお
寄せください。方法は、ハガキ、便箋、ＦＡＸ、メールのいずれの方法でも受け付けています。
氏名、年齢、性別、住所、☎番号、ペンネーム（必要な方）、をご記入のうえ、下記宛にお送りください。
〒637-1333　奈良県吉野郡十津川村大字小原225-1  十津川村役場 総務課 広報担当
電話 0746－62－0001　fax 0746－62－0210　Eﾒｰﾙ soumu@vill.totsukawa.lg.jp

おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

西　ヤス子

岡下　英子

森　美須子

千葉いちこ

松浦　茂廣

山村佐智子

佐々木重髙

91

82

77

80

78

82

85

6

10

12

17

23

24

27

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

日

日

日

日

日

日

日

（折　立）

（谷　瀬）

（小　森）

（出　谷）

（玉置川）

（武　蔵）

（上野地）

おめでたおめでた
川上　慈真     12月19日
父：昌洋　　母：春佳　（永　井）

（いっしん）　 男

南出　昌幸（和歌山市） 松下　美咲（山　崎）

ご 結 婚ご 結 婚

・宇城　久
・大和高田市社会福祉協議会

米村　駿一ちゃん(小川)
（1月2日生まれ・満2歳）

優しく元気でね☆

父…義一　母…ゆみ

しゅんいち

千葉　倖ちゃん（込之上）
（１月６日生まれ・満３歳）

お兄いちゃんに負けず
　　元気に育ってね☆

父…陽一　　母…典子

こう

大前　穂嵩ちゃん（平谷）
（１月３０日生まれ・満２歳）

たくさんしゃべれるようになったね♪
　　　　　毎日笑顔をありがとう☆

父…裕司　母…教子

ほだか

青木　太郎ちゃん（小井）
（１月１２日生まれ・満１歳）
元気にすくすく育ってまいます♪
　生まれてきてくれて、
　　　　　　　ありがとう☆
父…康弘　母…晴美

たろう

稻田　海緒ちゃん（折立）
（１月８日生まれ・満１歳）

優しいお姉ちゃんに
　　　　　なってね☆

父…学　母…由紀子

みお

玉置　敦仁ちゃん（折立）
（１月１８日生まれ・満１歳）
笑顔と元気いっぱい !
　　かけがえのない毎日を
　　　　　　ありがとう☆
父…雄一郎　母…佐也加

あつと

柳瀬　のこちゃん（上野地）
（１月１０日生まれ・満１歳）

のこちゃんの笑顔に
　みんな癒されてます♪

父…憲三郎　母…望

まだまだ若い者には
　　　　　　負けやぁせん！
中西　祥夫さん（73歳）　大字旭

よしお

村消防団退団後、毎日農林業に励み、地域住民のみな
さんのために尽くし、日々を暮らしています。いつま
でも健在で頑張りたい!
時々、孫の家に行き顔を見るのが一番の楽しみ☆

このコーナーでは、発行月
に誕生日を迎える子ども（
１～３歳）さんや、ご結婚
された幸せなお二人の写
真を募集しています。2月
号は、1月23日までにお寄
せいだければ幸いです。
詳しくは、総務課・広報担
当までお気軽にお問い合
わせください。
☎0746（62）0001

 

おたより
まってます

お詫びと訂正
●12月号19ページの「おめでた」コー
ナーのところで誤りがありましたので、
お詫びし訂正いたします。
　　誤⇒岡田　吴大ちゃん
　　正⇒岡田　昊大ちゃん



１月１０日は「１１０番（ひゃくとうばん）の日」

事件事故などの通報は緊急通報ダイヤル
相談・心配ごとなどは警察相談ダイヤル

１１０番
＃９１１０

お
問
い
合
わ
せ 
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　新しい年が明けました。本年も村報と
つかわをよろしくお願いします。３日には
早速成人式の取材があり、新成人をカメラ
に収めるべくカメラを片手に会場に向か
いました。会場では華やかな着物や紋付
袴姿の新成人が、久しぶりに会う友人たち
と旧友を深め合っていました。その表情を
カメラにパシャリ、ピントが合っていたり
合ってなかったりと写真として使えるもの
が余りありませんでした。記念講演で平田
進也さんが「何事にもポジティブで考える
ことで、成功の道が開ける」という言葉に、
「少しでも写真として使えるものがある
じゃないか」と自分に言い聞かせました。
その内よい写真が撮れると・・・。    （R・M）

新成人の晴れ姿。

　謹賀新年。昨年は本当に色々な事が
世界で起こりましたが時は全ての人に等
しく流れ、新しい年がスタートしました。
いつか見た「流れの中で生きている流さ
れないで生きている」という言葉がふと
頭に浮かびました。災害後の大変な毎日
の中、復興の願いを持って明日に立ち向
かっていく日本人の姿が重なりました。
復興に向けて歩む十津川村を、みなさん
に「伝わる」そして後世に「伝える」ことが
できるよう村報を発行していきたいと考
えています。「感謝！おかげさま！」このこ
とを絶えず忘れず書き記していきたいと
思います。本年も村報とつかわをよろし
くお願い申し上げます。              （Ｙ・Ｔ）

●世帯数　2,001世帯（＋4世帯）

●人　口　4,009人（-1人）

【平成24年1月１日現在  （　）は前月比】

男性 　1,995人（＋４人）／女性　2,014人（－５人）

健康に影響のない範囲で取り組もう！今冬の節電対策

① なにがあったのか（交通事故・ドロボー・ケンカなど）
② どこであったか（付近の大きな建物、橋、交差点など
　 目標になるものを教えてください。）
③ いつごろの発生か（今、５分前）
④ 今どうなっているか（犯人の特徴や逃走方向など）
⑤ あなたの住所、氏名、電話番号（携帯番号）

「１１０番通報の５つのポイント」

五條警察署十津川警察庁舎  ☎０７４６（63）０１１０

使い分けよう！ ２つの１１０番

１月19日（木）午後２時～午後３時30分
会場：十津川村住民ホール

復興コンサート

－　出演者　－
荒井敦子、高石ともや

大山理保（ピアニスト）、音楽の森ファミリー）
曲目：上を向いて歩こう・ふるさとなど
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